
 

 

 

 

 早いもので３月も終わろうとしています。会員の皆様にとって、この１年はどんな１年だっ

たでしょうか？ 

何かとあわただしい毎日ですが、お互い健康には気をつけ、元気に新年度を迎えましょう。 

山口県養護教諭会、その先へ 

                               会長  平田 奈奈美 

 「獺祭」が地元岩国でもなかなか手に入らない。このお酒は、素人だった蔵

元が試行錯誤を重ね、先進の技術を投入し、実に革新的な酒造りで誕生したが、

日本酒という伝統文化や気品もちゃんとある。  

 会長になる前年、県大会（下関市）の次期役員挨拶で、「不易流行」という言

葉を使った。意味は、「いつまでも変化しない本質的なものを忘れない中にも、

新しく変化を重ねているものを取り入れていくこと。また新味を求めて変化を

重ねていく流行性こそが不易の本質であること。」と、なかなか奥深い。 

 果たして、山口県養護教諭会の「不易流行」とは何か。この２年間、模索し

たことであった。現在会員数５８３名。自分の身の丈も知らず会長になり、時として無謀にも引き受け

た自分を恨めしく思ったこともあったが、先日の第３回理事会で、最後に理事の先生方から一人ずつコ

メントをいただきながら、一時でもそう思った自分を恥じた。 

「養護教諭会は自分たちの会である。」「養護教諭同士のつながりができた。」「大きな学びがあった。」

等々。それらを一番強く感じたのは自分ではなかったか。理事の先生方が話されている間、そこには厳

然とした中にも柔らかく、暖かく、とても居心地のいい空気が流れていた。この空気の中に身を置き、

体中でこの空気を吸い込むことが、養護教諭一人ひとりの、山口県養護教諭会の未来の活力になるのだ

と感じた。 

会則にある「養護教諭の資質向上を目指す」目的は、本会の本質であるが、言葉にはならないこの「

空気」も山口県養護教諭会らしさであり、山口県養護教諭会の不易の本質である。「流行」はこれからも

変化していくだろう。変化に対応していくには、やはり真正面から子どもたちに向き合い、実践を重ね

ていくことだと思う。 

 獺祭は２割３分という大吟醸よりも、さらに限界まで米を磨く「獺祭 磨 その先へ」という１本（720ml）

32,400 円もする日本酒を出した。山口県養護教諭会はこの先どう歩むのだろうか。私が先輩から受けた

様々な恩を恩返しではなく、後進に恩送りとして託したいと思う。 

 会員の皆様、２年間支えて下さってありがとうございました。 

 「山口県養護教諭会 磨き５８３ その先へ」 
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副会長 山本 寿子 

会員の皆様や理事の先生方、２年間大変お世話になりました。残り少ない養護教諭人生を考え

た時に、少しでも養護教諭会に恩返しができたらと思い引き受けた副会長でした。養護教諭会の

仕組をよく知らずに役員になりましたが、強力なメンバーのもと、いろいろな行事の企画や運営、

刊行物の発行などに携わることができました。この２年間で養護教諭会のことがやっとわかった

ような気がします。私たち役員が携わった研修会等の内容の善し悪しは、参加された方の感じ方

次第ですが、役員を経験してみてわかったことは、「裏方の緻密な準備なしに成功はない」でした。

何十年と、何気なく参加していた研修会等でしたが、これまでの役員や理事の方々が準備してく

ださったからこそ、会が成り立ち、養護教諭としてスキルアップできたのだと思います。感謝！

感謝！です。 

平成２７年度、新役員での運営が始まります。改めまして養護教諭会の更なる発展に期待した

いと思います。 

 

会計 中村 照枝 

役員の仕事をさせていただいた二年間。大変なこともありましたが、素晴らしい先生方の下で、

特等席で、しかもタダで学ばせていただいたことが私の財産となりました。 

 とにかく完璧、仕事が男前の平田先生。何でもこなせる敏腕重政先生。賢いのにお茶目で可愛

い吉松先生。もうダメと言いながら実は一番仕事する気配りの山本先生。細かい配慮、本当にあ

なたはいい人だ坂田先生。歩く養護教諭界のバイブル久保先生。優しい包容力あふれる木下先生。

先生方とのチームの一員になれて本当に幸せでした。このような機会を与えていただきありがと

うございました。 

 

庶務 坂田 寿美子 

会員の先生方からたくさんの刺激を受け、大変勉強になった２年間でした。理事の先生方をは

じめ、いろいろな先生方にご協力いただいて、本当に感謝しています。 

 また、役員会などでは、役員の先生方のあふれるバイタリティーとユーモア（そして食欲と体

力）に圧倒されながら、楽しくお手伝いさせていただくことができました。ありがとうございま

した。これからも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



 

｢唯々感謝です！｣ 

                  柳井市立小田小学校  廣田 睦恵 

38 年間の職を終えようとしている今、振り返ると、たくさんの思い出があります。 

何も分からず不安一杯で着任した、初任校のＮ小学校では、給食の献立・給食物資の発注・給食物

資の受け取り等、給食に関する仕事と、一つの校舎に小中学校が併設されており、兼務ではないけれ

ど、中学生にもかかわるという微妙な立場の難しさを経験しましたが、職場の仲間や調理員さん達に

随分助けられ乗り切れました。また、養護教諭仲間の「若葉の会」（自主研修会）で、自分が一人で

はないとの実感が、大きな励みともなりました。 

開校百周年を迎え、黒板に投影しながら門柱用の校名を写し取ったＯ小学校、初めての生命に関わ

る大きな災害に直面し、危機対応の難しさと専門職としての力量の大切さを痛感したＳ小学校、台風

の被害で、木造校舎から急遽完成前の新校舎に入ることになり、引っ越しが大変だったＯ中学校など、

養護教諭の職務に限らず振り返ればきりがありません。 

私事では、子育てに悩んでいた時、職場の先輩から「過保護に育てて、悪い子は育たない」との言

葉に、しっかり我が子に向き合う大切さを教えられ、支えていただきました。勿論、家族の支えがあ

って今があることは、言うまでもありません。家族も含めて、私にかかわっていただいた全ての方々

に、唯々感謝の気持ちで一杯です。 

若い先生方には、一途一心、専門職としての力量とともに、素晴らしい人間関係

を築いていかれるよう、願って止みません。皆様のご活躍をお祈りしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢新採１年目を終えて｣ 

柳井市立柳井西中学校  内野 純子  

約１年前、初めて中学校に着任し、新採１年目がスタートしました。知り合いもいなくて、「こ

れからどうなるのだろう」と、漠然とした不安がありました。しかし、子どもたち、保護者、職

場の先生方、養護教諭の先輩方や同期採用の仲間、他にも多くの新しい出会いがあり、たくさん

の人が私を支えてくださいました。私がこうして１年間元気に過ごすことができたのは、周囲の

方々のおかげです。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 

先日、最後の初任者研修があり、「めざす養護教諭像」について同期採用のみんなで意見を交わ

しました。一人ひとりの「めざす養護教諭像」には、これまでの経験から学んだことや子どもた

ちへの思いがあふれていて、どれも素敵なものばかりでした。私ももっと頑張らないと、と気持

ちを新たにしました。私がめざしているのは「温かさと厳しさをもって子どもの心に寄り添う、

周囲の方から信頼される養護教諭」です。今の私はまだまだ足りないところが多く、毎日失敗ば

かりですが、この気持ちを忘れずに新採２年目に臨みます。そして、これまで私が支えていただ

いた分を子どもたちや周囲の方へ返していきたいと思っています。 

これからもたくさんの出会いに感謝し、このつながりを大切に、つながり続けていきたいと思

います。これからもよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度 全養連｢養護教諭の職務に関する調査｣にご協力いただいた先生方 

大変お忙しい中、調査にご協力してくださり、ありがとうございました！ 

 

 

宇部西高等学校  石川 めぐみ 

ＨＰ編集委員を務めさせていただき、本来なら雲の上のような存在である神村校長先

生、会長の平田先生、副会長の山本先生、編集委員の先生方と同じ空間を共有できたこと

を大変幸せに思います。養護教諭会に対する熱い情熱や思いを肌で感じることができた貴

重な２年間でした。委員会では、少しでもＨＰに興味を持っていただけたら…ＨＰを通し

てつながりあえたら…と工夫しているところです。会員の先生方には、保健室訪問、写真

撮影等、快く御協力いただき感謝しています。２年間本当にありがとうございました。 

岩国市立美川中学校  藤井 佑子 

ＨＰ編集委員を務めたことで多くのことを学びました。神村先生のご指導の下、編集委

員で協力しながら進めていき、HP だけでなくパソコン全般の知識をつけることができま

した。また会長さんをはじめ、他校種、他管区の先生方と出会えたことは、私にとって本

当に嬉しい経験でした。毎回お互いの情報交換をしながら、和気あいあいとした楽しい委

員会でした。「なつみかん」の編集に関わったことで、山口県の養護教諭会に少しでも貢

献できていれば嬉しいです。これからも先生方をつなぐ「なつみかん」であってほしいで

す。２年間ありがとうございました！ 

★平成２６年度 文部科学大臣優秀教員表彰 

周南市立福川南小学校 山崎 淳代先生 
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日時：平成 27年 2月 20日（金） 場所：メルパルクホール（東京） 

 

★特別講演 「知っておきたい救急の常識・非常識」 

福井大学医学部付属病院 ＥＲ総合診療部 教授 林 寛之 

  救急救命の最前線で活動されている林先生。ＮＨＫの番組「総合診療医ドクターＧ」にもご出演 

です。笑いあり、救急対応クイズあり、90分があっという間に過ぎました。その中で、救急処置 

の重要なポイントと科学的根拠を押さえられ、「なるほど・・。」と納得させられる講演でした。 

＝林先生より・・ 学校保健の鉄則＝ 

・救急搬送手段を確立すべし 

・知識・技能を習得すべし（心肺蘇生法、救急処置、喘息治療、アナフィラキシー、生徒個人に合わせた治療計画） 

・養護教諭以外に最低２名は救急処置をマスターすべし 

・体育教師はスポーツ医学を勉強すべし 

・生徒にも蘇生法は教えるべし 

 

★活動報告 全国養護教諭連絡協議会活動報告 

     ・活動報告とこれから   副会長 加藤 美智子 

     ・研究誌「瑞星」から   常務理事池田 みすゞ 

     ・調査データから     常務理事村井 伸子 

  全国養護教諭連絡協議会（以下全養連）は全国研究会組織の加盟により、養護教諭の研究団体 

として平成 7年に発足、今年度 20年を迎えました。現在は 52研究会、２７１０９名が加入し 

ています。全養連の今日までとこれからのを振り返り、調査の分析結果と今後の取組について報 

告されました。そして、「・・・養護教諭の職の専門性を深めつつ、刻々と変化する子供たちを取 

り巻く環境と深刻化する健康課題解決のため、また、その時々の養護教諭のもつ課題解決に向け、 

・・・（以上、大会資料より抜粋）。」、関係団体と連携しながら、活動すると述べられました。 

 

★講  義 「組織的に機能する保健室経営の進め方」 

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課 

健康教育企画室 健康教育調査官 岩崎 信子 

  講義内容 ☆児童生徒の心身の健康課題解決に向けて、求められる養護教諭の役割 

       ☆養護教諭の職務と保健室経営 

☆課題解決のための保健室経営計画 

養護教諭の役割については、会報№２４号にも掲載しているとおりです。演習をとおして、組 

織的に保健室経営をすすめるためには、まず児童生徒の健康課題を的確に掴むこと、課題解決の 

ために養護教諭としてできることを具体的に現せること、これらを踏まえた保健室経営が、学校 

全体に共通理解されることだと、改めて実感しました。 

今年度中には、保健室経営計画作成の手引き（平成 26年度改訂）が各校に配付されます。保健 

室経営計画で、保健室の取組が教職員にも明確に理解され、発展的な相互関係を築き、組織活動に 

よる児童生徒の健康課題の解決を図りましょう。          （副会長 重政 敦子） 
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